
感 

謝 
                          

                             

                           

愛寿会ホームページ  http://www.aijyukai.com      E-mail : jinseien@poem.ocn.ne.jp 

 

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
五
日
～ 

平
成
二
十
三
年
八
月
十
九
日 

 

愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

略
儀
な
が
ら
お
礼
状
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

金
員
・物
品
の
ご
寄
付 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 

清 

水 
和 

子 
 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 

井 

上 
 
 

泉 
 
 

様 

・
北
杜
市
白
州
町 

 

田
ノ
内 

 
 

宏 
 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 

鈴 

木 

幾 

江 
 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 

清 

水 

俊 

子 
 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 

菜
が
さ
果 

ふ
れ
あ
い
出
荷
組
合 

様 

 
 

・
愛
知
県
春
日
井
市 

小 

尾 

清 

江 
 
 

様 

 
 

・
韮
崎
市
藤
井
町 

 

介
護
セ
ン
タ
ー
花
岡 

 

様 

 
 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 

坂 

本 

忠 

征 
 
 

様 

 
 

・
志
木
市
中
宗
岡 

 

菊 

嶋 
 
 

保 
 
 

様 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

・
北
杜
市
高
根
町 

 

杜 

の 

舞 

・ 

髪 
 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

フ
ラ
ア
ロ
ハ
ひ
ま
わ
り 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 

北
杜
高
等
学
校 

 
 

  

様 

・
北
杜
市
長
坂
町   

長
坂
中
学
校 

 
 
 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

小
淵
沢
中
学
校 

 
 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 
 

小
荒
間
保
護
司
会 

 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 

保 

坂 

多
枝
子 

 
 

様 

 
 

・
都
留
市
夏
狩 

 
 

和
田
国
明
ご
夫
妻 

 
 

様 

 
 

・
北
杜
市 

 
 
 
 

合
唱
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

う
た
な
か
ま
八
ヶ
岳 

様 

 
 

・
北
杜
市 

 
 
 
 

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

グ
ル
ー
プ 

朗
ら
か 

様 

愛
寿
会
後
援
会
へ
の
ご
協
力 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 

茅 

野 

光
一
郎 

 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 

砂 

山 

可
乃
江 

 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 

北 

原 

義 

忠 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

清 

水 

健 

二 
 

様 

・
仙
台
市
青
葉
区 

 
 

大 

岡 

忠 

彦 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

浅 

川 

元 

晴 
 

様 

・
川
口
市
安
行
吉
岡 

 

小 

池 

正 

直 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

小 

松 

け
さ
子 

 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

長 

坂 

金 

曜 

会    

様 

・
北
杜
市
明
野
町 

 
 

清 

水 
 
 

充 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 
 
 

フ 

ジ 

デ 

ン 

キ 
 

様 

・
さ
い
た
ま
市
大
宮
区 

野 

口 
 
 

祐 
 

様 

・
北
杜
市
武
川
町 

 
 

新 
 

生 
 

会 
 

様 

・
荒
川
区
南
千
住 

 
 

佐 

藤 

き
よ
子 

 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 

宮 

坂 

文 

子 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 
 

坂 

本 
 
 

仁 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 

佐 

藤 

鈴 

江 
 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 
 

長 

田 

伯 

雄 
 

様 

・
北
杜
市
白
州
町 

 
 

埴 

原 

さ
よ
こ 

 

様 

・
日
野
市
神
明 

 
 
 

木 

村 

邦 

昭 
 

様 
・
北
安
積
郡
松
川
村 

 

浅 

原 

恵
美
子 

 

様 

・
韮
崎
市
穴
山
町 

 
 

栗 

原 
 
 

信 
 

様 

・
北
杜
市
大
泉
町 

 
 

谷 

桜 

酒 

造 

㈲ 
 

様 

・
諏
訪
郡
原
村 

 
 
 

坂 

本 

昭 

一 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

武 

田 

和 

久 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

坂 

本 

ち
づ
子 

 

様 

・
北
杜
市
高
根
町 

 
 

植 

松 
 
 

桂 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 
進 

藤 

英 

三 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

小 
林 

太 

夫 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

葉 

山 
勝 

子 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

仲 

山 
憲 

二 
 

様 

・
北
杜
市
須
玉
町 

 
 

櫻 

井 

義 
長 

 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

清 

水 

長 

治 
 

様 

・
韮
崎
市
円
野
町 

 
 

山 

本 

弘 

行 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

㈱
山
梨
中
央
銀
行 

 
様 

・
北
杜
市
須
玉
町 

 
 

宮 

崎 

良 

幸 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 

進 

藤 

く 

に 
 

様 

 

八
月
は
中
・
高
生
の
体
験
学
習
の
月
… 

 
 

「
介
護
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
」 

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

仁
生
園
は
山
梨
県
で
も
屈
指
の
歴
史
を
有
す
る
高

齢
者
施
設
で
す
。
ま
た
、
第
二
仁
生
園
は
県
内
初
の
障

害
者
自
立
支
援
施
設
… 

 

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
八
月
は
体
験
学
習
を
希

望
す
る
中
学
生
、
介
護
実
習
を
希
望
す
る
高
校
生
が
、

五
十
人
程
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
こ
数
年
、
四
月
一
日
に
採
用
さ
れ
た
小
中
学
校
の

先
生
、
支
援
学
校
の
先
生
の
実
習
も
加
わ
り
ま
し
た
。 

 

一
日
体
験
の
方
も
あ
り
、
数
日
実
習
の
方
も
あ
り
で

す
が
、
何
れ
を
問
わ
ず
「
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」

と
感
慨
ぶ
か
げ
に
語
り
な
が
ら
帰
途
に
つ
か
れ
ま
し

た
。 

 

以
下
は
、
参
加
し
た
一
人
の
高
校
生
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
感
想
で
す
。 

 

「
今
回
は
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
祖
父

母
は
元
気
そ
の
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
私
も
介
護
の
こ

と
を
ほ
と
ん
ど
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
れ
が
今
回
大
勢
の
高
齢
者
に
触
れ
、
そ
の
介
護
に

汗
を
流
し
続
け
る
職
員
皆
さ
ん
の
懸
命
な
姿
に
接
し
、

頭
の
下
が
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
食
事
、
入
浴
、
排
せ

つ
等
の
介
助
の
仕
事
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
高
齢
者
の
残
存
能
力
を
上
手
に
生
か
し
な
が
ら
仕

事
を
進
め
て
い
る
さ
ま
を
眼
に
し
な
が
ら
『
介
護
は
確

か
に
専
門
職
』
と
の
認
識
を
持
ち
ま
し
た
。 

高
齢
者
が
最
も
多
く
な
る
の
は
今
か
ら
十
五
年
後

と
の
こ
と
。
び
っ
く
り
で
し
た
。
高
齢
者
問
題
の
深
刻

さ
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。 

何
れ
私
も
こ
の
道
の
専
門
職
に
な
ろ
う
と
心
に
誓

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 
こ
の
度
の
実
習
…
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」 
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優 

先 

入 

所 

制 

度 

の 

活 

用 

を 

ご 

検 

討 

く 

だ 

さ 

い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          
 
 
 

仁
生
園
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
部
副
園
長 

浅
川 

ま
ゆ
み 

 
 

 

現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
仁
生
園
に
入
所
を
希
望
し
待

機
さ
れ
て
い
る
方
は
四
百
八
十
人
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
中
に

は
複
数
の
施
設
に
申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
も
相
当
数
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
待
機
実
数
は
そ
の
半
分

く
ら
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

厚
生
労
働
省
が
七
月
に
発
表
し
た｢

国
民
生
活
基
礎
調
査
」

に
よ
る
と
六
十
五
歳
以
上
の
方
が
い
る
世
帯
の
う
ち
二
九
．

九
％
が
「
夫
婦
の
み
の
世
帯
」、
二
四
．
二
％
が
「
単
独
世
帯
」
、

一
八
．
五
％
が
「
親
と
未
婚
の
み
の
世
帯
」
と
の
こ
と
。
つ
ま

り
合
計
七
二
．
六
％
が
い
わ
ゆ
る
介
護
力
が
低
い
世
帯
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

反
面
、
国
家
財
政
の
窮
状
か
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増

床
、
増
設
は
望
め
ま
せ
ん
。 

 

国
は
、
代
わ
り
に
市
町
村
に
よ
る
給
食
・
見
回
り
な
ど
「
総

合
的
な
介
護
事
業
」
と
い
わ
れ
る
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
推
進

し
た
り
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
ケ
ア
付
き
高
齢
者
住
宅
の
整
備

等
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
切
迫
し
た
高
齢
者
へ
の
援
護
の
起
死

回
生
策
と
な
り
得
る
か
は
未
知
数
で
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
動
向
の
中
、
仁
生
園
で
は
心
底
困
っ
て
い
る

方
々
の
た
め
の
施
設
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
一
昨
年

（
平
成
二
十
一
年
）
優
先
入
所
制
度
を
規
則
で
定
め
ま
し
た
。 

 

介
護
を
要
す
る
方
の
細
か
い
状
況
、
家
庭
の
介
護
力
、
か
か

り
つ
け
の
医
師
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
意
見
を
点
数
化
し
、

八
十
点
前
後
に
な
っ
た
場
合
、
今
度
は
外
部
委
員
三
名
を
加
え

た
優
先
入
所
審
査
委
員
会
に
付
し
、
最
終
的
に
可
否
を
決
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

理
事
長
は
「
一
切
、
審
査
委
員
会
で
決
定
す
る
よ
う
に
…

公
正
公
平
に
徹
す
る
よ
う
に･･

･

。
た
だ
し
、
血
も
涙
も
な

い
審
査
委
員
会
で
も
困
る
」
と
言
い
ま
す
。 

血
も
涙
も･･･

と
言
わ
れ
る
と
本
当
に
困
惑
し
ま
す
。 

例
え
ば
、
一
人
暮
ら
し
の
問
題
。
子
が
五
人
あ
っ
て
も
全

部
県
外
で
暮
ら
し
て
い
れ
ば
一
人
暮
ら
し
の
扱
い
に
な
り

ま
す
。 

一
方
、
独
身
の
子
供
と
高
齢
者
が
二
人
で
地
元
で
生
活
し

て
い
る
。
そ
の
子
の
働
き
で
生
活
を
し
て
い
る
。
勤
務
先
で

も
中
核
的
存
在
で
退
職
な
ど
考
え
ら
れ
な
い･

･

こ
う
い
っ

た
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
同
居
し
て
い
る

か
ら
と
の
理
由
で
、
基
準
の
点
数
に
足
り
な
い
と
い
っ
た
状

況
に
な
り
ま
す
。 

県
の
指
針
を
基
準
に
点
数
化
を
図
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
れ
で
い
い
の
か
思
案
に
く
れ
ま
す
。 

優
先
入
所
と
い
い
ま
し
て
も
必
ず
し
も
門
戸
は
広
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
何
と
か
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
か･･

･

と
、
審
査
委
員
一
同
真
剣
に
論
議
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を
活
用
し
な
が
ら
ど
れ
だ

け
頑
張
っ
て
介
護
さ
れ
て
き
た
か
。
家
族
の
病
気
等
で
、
介

護
環
境
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
、
経
済
的
負
担
は
ど
う
か
等

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

先
ず
は
、
一
度
ご
相
談
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

連
絡
先
は 

〇
五
五
一
―
三
二
―
三
三
四
〇 

浅
川
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

優 先 入 所 審 査 会 の 様 子 
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仁
生
園
一
号
館
に
新
型
特
殊
浴
槽
が
入
り
ま
し
た 

手
足
を
い
っ
ぱ
い
伸
ば
せ
て
快
適
で
す 

こ
の
こ
と
に
よ
り
第
一
に
、
利
用
者
の
身
体
の
状
況
に
合
わ

せ
、
最
も
適
切
な
姿
勢
で
の
入
浴
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
第
二

に
、
職
員
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
厚
生
労
働
省
の
「
介
護
労
働
者
設
備
等
導
入
奨
励

金
」
（
補
助
率
二
分
の
一
）
の
制
度
を
活
用
、
そ
の
整
備
を
図

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

六
月
十
六
日
に
山
梨
労
働
局
長
か
ら
本
事
業
に
つ
い
て
の

認
定
通
知
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

よ
っ
て
、
同
月
二
十
八
日
、
七
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
を

実
施
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
有
限
会
社
平
穂
医
科
器
械

が
、
落
札
し
ま
し
た
。 

契
約
額
は
、
消
費
税
込
み
三
百
八
十
八
万
五
千
円
で
し
た
。 

七
月
二
十
七
日
、
同
社
は
オ
ー
ジ
ー
技
研
製
の
特
殊
浴
槽

一
基
と
入
浴
専
用
ベ
ッ
ド
二
台
を
納
入
し
ま
し
た
。 

早
速
利
用
を
開
始
し
ま
し
た
。 

小
荒
間
の
「
子
ど
も
み
こ
し
」 

 
 
 

仁
生
園
を
訪
問 

 

利
用
者
の
皆
さ
ま
を
激
励 

 

小
荒
間
の
お
盆
の
行
事
の
一
つ
に
十
四
日
の
「
子
ど
も
み

こ
し
」
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
衣
装
を
改
め
、
お
化

粧
を
し
て
出
発
、
集
落
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。
仁
生
園
に
も

毎
年
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

 

今
年
も
三
十
度

を
超
え
る
猛
暑

の
中
「
ワ
ッ
シ
ョ

イ 
ワ
ッ
シ
ョ

イ
」
の
掛
け
声
を

上
げ
な
が
ら
神

輿
が
前
庭
に
入

っ
て
き
ま
し
た
。 

 

利
用
者
の
皆

様
三
十
余
名
が

曾
孫(

ひ
ま
ご)

の

よ
う
な
子
ど
も

た
ち
を
満
面
の

笑
み
で
迎
え
、
終

始
拍
手
止
ま
ず

で
し
た
。 

 

仁 

生 

園 

の 

送 

り 

火 

 

八
月
十
三
日(

土)

の
夕
方
「
麻
幹(

お
が
ら)

」
を
焚
い
て
精
霊
を

迎
え
た
ば
か
り
で
す
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
三
日
間
が
過
ぎ
、
十 

  

仁 

生 

園 

の 

模 

擬 

喫 

茶 

六
日
（
火
）
に
は
送

り
火
を
焚
き
ま
し

た
。
仁
生
園
入
所
者

四
十
人
程
が
前
庭

に
集
ま
り
、
口
々
に

「
来
年
も
来
て
く

だ
さ
い
ね
」
と
声
を

掛
け
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
第
二
仁
生
園

で
も
同
じ
よ
う
に

迎
え
火
・
送
り
火
を

焚
き
、
伝
統
行
事
を

大
事
に
し
ま
し
た
。 

映
画
鑑
賞
、
華
道
、
模
擬

喫
茶
な
ど
の
行
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。八
月
十
六

日(

火)

は
、
仁
生
園
の
模

擬
喫
茶
で
し
た
。《
喫
茶

い
こ
い
》に
集
ま
り
、｢

い

ち
ご
プ
リ
ン
」・「
抹
茶
ゼ

リ
ー
」・「
チ
ョ
コ
カ
ス
テ

ラ
」
そ
れ
に
定
番
の
「
今

川
焼
」
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
昔
話
に
華
を
咲
か

せ
ま
し
た
。 

 

仁
生
園･

第
二
仁
生
園
と
も
入
所
者
の
皆
さ
ま
の
生
活
が
単
調
に

失
し
な
い
よ
う
年
間
を
通
じ
誕
生
会
、
絵
手
紙
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ 

こ
こ
数
年
め
っ
き
り
、
介
護
度
の
高
い
方
の
利
用
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
入
浴
も
専
用
の
車
い
す
方
式
に
よ
る
方
、
ベ
ッ
ド

方
式
に
よ
る
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。 

よ
る
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。 

 

最
近
は
、
上

の
イ
メ
ー
ジ
図

の
よ
う
に
、
ほ

ぼ
水
平
状
態
ま

で
何
段
階
か
調

整
で
き
、
し
か

も
両
足
を
目
い

っ
ぱ
い
伸
ば
し

て
入
浴
で
き
る

新
製
品
が
開
発

さ
れ
、
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

 

イメージ図はオージー技研(株)提供 

事故防止用足首固定バンドも附属しています 
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八
月
十
日
（
水
）
は
流
し
そ
う
め
ん
・
・
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す 

 

立
秋
が
過
ぎ
て
も
暑
い
日
が
続
い
た
八
月
、
職
員
が
手
作
り
で

準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
流
し
そ
う
め
ん
」
の
一
式
。
お
や
つ
の 

八
ヶ
岳
原
村
へ
バ
ス
ハ
イ
ク
に
行
っ
て
き
ま
し
た 

 
 

じ
ゃ
が
い
も
堀
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た 

 

昨
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
、
作
業
棟
を
建
設
し
ま
し
た
。
そ
の

際
、
前
庭
に
ミ
ニ
農
園
を
造
成
、
四
月
に
じ
ゃ
が
い
も
、
五
月
に 

楽
し
か
っ
た
・
お
い
し
か
っ
た･･･

ぶ
ど
う
狩
り 

 

第
二
仁
生
園
の
も
う
一
つ
の
お
楽
し
み
は
、
ぶ
ど
う
狩
り
で
す
。 

 

八
月
三
十
一
日(

水)

に
は
、
韮
崎
市
穂
坂
の
近
藤
農
園
さ
ん
の
み
ご
と

な
ぶ
ど
う
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
秋
の
味
覚
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

時
間
を
兼
ね
て
楽
し
み

な
が
ら
、
全
員
が
お
代

わ
り
の
連
続
で
し
た
。 

 

向
日
葵(

ひ
ま
わ
り)

の

花
を
眺
め
、
蝉
し
ぐ
れ

を
聞
き
な
が
ら
、
有
意

義
な
語
ら
い
の
ひ
と
と

き
で
し
た
。 

前
日
ま
で
の
雨
と
は

う
っ
て
変
わ
っ
て
清
々

し
い
日
に
な
り
ま
し

た
。
お
楽
し
み
バ
ス
ハ

イ
ク
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
皆
さ
ん
も
一
安
心

で
し
た
。 

 

爽
や
か
な
高
原
の
ひ

と
時
と
美
味
し
い
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
ゆ
っ
く

り
味
わ
い
ま
し
た
。 

 

 
モ
ロ
ッ
コ
な
ど
を
植
え
ま
し

た
。
八
月
十
八
日(

水)

に
は

じ
ゃ
が
い
も
堀
り
を
し
ま
し

た
。
思
っ
た
以
上
に
収
穫
で

き
ま
し
た
。
掘
り
た
て
の
じ

ゃ
が
い
も
で
夏
野
菜
カ
レ
ー

を
作
っ
た
り
、
豆
と
一
緒
に

「
煮
っ
こ
ろ
が
し
」
を
作
っ

て
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

毎
年
参
加

す
る
方
々
は

こ
の
日
を
楽

し
み
に
し
て

い
て
、
時
の
経

つ
の
を
忘
れ

な
が
ら
も
、 

初
秋
の
穂
坂

路
を
あ
と
に

し
ま
し
た
。 

八
月
二
十
四
日(

水)

久
し
ぶ
り
に
晴
れ
た
一
日
で
し
た
。
こ
の

日
は
避
暑
ド
ラ
イ
ブ
と
し
て
、
原
村
の
八
ヶ
岳
実
践
大
学
の
牧

場
へ
出
か
け
ま
し
た
。 

 

 

  

八ヶ岳実践大学の牧場にて 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ゴ
ー
ヤ
さ
ま
ざ
ま･

･
･ 

夏
Ｅ
Ｃ
Ｏ
で
ゴ
ー
ヤ
ジ
ュ
ー
ス
や
ゴ
ー
ヤ
の
副
菜
な
ど 

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た 

 

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
日
本
中
で
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ(

省
エ

ネ)

」
の
動
き
が
急
に
な
り
ま
し
た
。
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
で

も
ゴ
ー
ヤ
を
植
え
た
り
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
鉢
植
え
を
し
た
り
工
夫

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ま
が
進
ん
で
「
水
や
り
」
な
ど

の
作
業
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
り
大
助
か
り
で
し
た
。 

 

暑
さ
対
策
に
も
な

り
ま
し
た
が
、
八
月
半

ば
か
ら
実
が
成
り
は

じ
め
、
こ
れ
を
ど
う
活

用
す
る
か
に
つ
い
て

職
員
み
ん
な
で
相
談

し
ま
し
た
。｢

ゴ
ー
ヤ

ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
て

み
よ
う
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
職
員
が
家
庭

用
ジ
ュ
ー
サ
ー
を
持 

 
仁生園３班の利用者・ご家族による水やり 

ち
寄
っ
た
り
、
砂
糖
と
バ
ナ
ナ
を
買
っ
て
き
た
り
大
わ
ら
わ
で

し
た
。
八
月
中
に
二
回
ジ
ュ
ー
ス
を
作
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ま

に
提
供
し
ま
し
た
。
大
好
評
で
「
お
い
し
い
」
の
連
発
で
お
代

わ
り
の
希
望
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

ゴ
ー
ヤ
は
実
を
つ
け
だ
す
と
続
々
で
す
。
お
盆
過
ぎ
に
給
食

業
務
を
担
当
し
て
い
る
日
清
医
療
食
品
に
相
談
し
た
と
こ
ろ

「
独
特
の
苦
み(

に
が
み)

を
残
し
な
が
ら
季
節
の
食
材
と
し
て

利
用
し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
八
月
二
十
九
日
（
月
）
に

仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
の
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
提
供
し
ま
し
た
。 

 

九
月
早
々
に
、
も
う
一
回
副
菜
と
し
て
の
活
用
を
考
え
た

い･
･
･

と
日
清
の
皆
さ
ま
も
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。 


